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	【総合的な探究の時間】
	神戸医療未来大学を訪問！留学生への取材・インタビュー座談会を実施
	1. 緊張のアイスブレイクからスタート――日本や福崎を選んだきっかけ
	2. 大学での学びと地域に根ざした実践活動
	3. 福崎町での生活実感――言葉の壁や文化の違いを乗り越えて
	4. 生徒の気づきと今後の展開


